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ハイパーCL T敷板とは…

　建設現場で重機や車両を通行しやすくす

る為に、敷鉄板を敷くのが一般的です。

その敷鉄板を、木製の敷板(ハイパーCL T

敷板 )に変えることで、運送コスト削減、

施工性、安全性、環境面、熱中症対策、

騒音対策など、様々な効果がある。



C L T敷板の仕組み

　 C L T （ C r o s s  L a m i n a t e d  T i m b e r ） は 、

直 交 集 成 板 と も 呼 ば れ る 木 材 の 加 工 製 品 で す 。

　 複 数 の 木 板 を 層 状 に 重 ね 、 各 層 を 直 交 （ 交 差 ）

さ せ て 接 着 し た 構 造 材 で す

　弊社のCL Tは 3層 9 0㎜厚になります。



取り扱い製品サイズ



N E T I Sと は 、 ひ と こ と で 言 う と  「国交省が運用している“公共工事で

使える新技術のデータベースで す 。

　 民 間 が 開 発 し た 新 し い 工 法 ・ 製 品 な ど を 、 公 共 工 事 で も 検 討 し や す い よ

う に 、 情 報 を ま と め て 公 開 し て い る 仕 組 み で す 。  目 的 は 「 新 技 術 を 現 場

で 使 っ て 、 生 産 性 や 安 全 性 を 上 げ る 」  た め の 情 報 共 有 で す 。

国交省は「新技術を使ったら評価される」枠組みを作っており、

入 札 時 ： 総 合 評 価 方 式 で 新 技 術 活 用 の 提 案 が 評 価 対 象 に な り や す い 。

施 工 後 ： 新 技 術 活 用 が 工 事 成 績 の 加 点 対 象 に な り や す い 。

ハイパーCLT敷板はNETIS登録商品



軽量な資材

　鉄板と比べて、 約4分の1の重量の為、軽い

のが特徴です。輸送コストも安く抑えること

ができます。

重量目安

・5×10版サイズ（1.5m×3m）　

重量：約230kg

・5×20版サイズ（1.5m×6m）　

重量：約460kg



・5×10版　3m×1.5m×厚90㎜

　（重量230㎏）

　10t⾞の場合(230㎏×40枚＝9200㎏)

 　5×10版であれば、約40枚積込可能

輸送コストが削減できる



現場の熱中症対策になる！

　

　CLT敷板は、敷鉄板よりも照り返し

が無く、暑さを感じにくいので、現場

の熱中症対策になります。

　国などの現場では、猛暑対策として

創意工夫に活用しやすいです。

　

8月猛暑日、現場での測定の様子



強度がある

　

　CLT敷板は、木材を複数層直交させて接着

する構造により高い強度を持ち、重機や車両

の荷重にも十分耐えられます。

 　25tクレーンが乗っても問題ありません。



CO 2削減に貢献する完全循環型の仮設資材

　CLTは木材(間伐材)で作られているため、環

境負荷が低く、現場のCO2削減に貢献します。

　耐久期間を終えると、バイオマス発電のチッ

プ燃料とするため、循環型の仮設資材です。

　工事成績に関わる創意工夫などへのアピール

材料になります。



現場の騒音対策になる
　

　CLT敷板は、重機が通っても、大きな音が

出にくくなっています。

　敷鉄板のように鉄と鉄が当たる音が無く、

近隣対策でも有効に活用できます。

　敷鉄板と比べた際も、騒音値がCLT敷板の

方が低いことが分かった。



メディア掲載情報
　　　　　　　　　掲載実績

　山陽新聞、建通新聞、産経新聞、日本経済新聞

、VOIX　NEWS、岡山経済新聞　など



導　入　事　例
国土交通省、農林水産省、都道府県、市町村の公共工事での使用実績多数



・リースもしくは販売

・全国どこでも提供可能

※輸送費、設置撤去費などはお客様負担となります。

・搬入時の荷下ろし、設置、撤去、返却時の積込は、お客様にて対応をお願いいたします。

(※運送会社は荷下ろし、積込は行いません)

・運送費、輸送費、設置撤去費はお客様負担となります。出荷は岡山からの予定です。

導入方法(ご利用プラン)



t.sakate@sakate.co.jp

株式会社カイタク

お問い合わせ先

086-201-9970

〒700-0921 岡山県岡山市北区東古松3丁目12-14

営業部　　坂手剛

YouTubeにて、ハイパーCLT敷板を使用した
現場の様子などを配信しております。
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